
(問題4の続き )

間 3次 の文 を読 んで ,設 問 (1)～ (4)に 答 え よ。

放射性 同位 体
14c(半
減 期 5,730年 )は ,大 気 中に含 まれ る気 体成 分 の原

子 と太 陽風 由来 の 高エネ ル ギー粒 子 との反応 に よつて生成 す る。 生 じた
14cは大 気 中で 14c02となる。大 気 中の C02は ,植 物 が 生 きて い る間 に は
植 物体 内 に取 り込 まれ るが ,植 物 が活 動 を止 め る と取 り込み が断 たれ ,植

物 体 に固定 され た
14cは
放射壊 変 に よつて減 少 す る。

炭 素 を含 む試 料 につ い て ,安 定 同位 体 12cと 放 射 性 同位 体 14cの比
(14c/12c比 )を 測 定 し,大 気 中の C02の 14c/12c比 を一 定 と仮 定 す れ
ば ,大 気 か らの C02取 り込 み の停 止 か ら,今 ま で に試 料 が経 験 した 時
間 を放 射 壊 変 の 式 に従 って 求 め る こ とが で き る。

(1)問 題 文 中にあ る,14cの 生成 の核 反応 式 を示せ。
(2)上 記 の方 法 で求 めた年 代 は ,厳密 に は正確 で は ない。 これ
は 太 陽 活 動 や 大 気 中 の 二 酸 化 炭 素 濃 度 に よ り,大 気 中 の
14c/12c比 が 一 定 で な い か らで あ る。 そ こで 実 際 の年 代 で

あ る暦 年 代 を求 め るた め の補 正 プ ロ グ ラ ム が 作 られ て い

る。 そ の際 用 い られ る試 料 を 1つ 示 せ。

(3)あ る海 洋 深 層 水 中の溶 存 無機 炭 素 の 14c/12c比 は ,同 地 域
の表層水 の溶 存無機 炭 素 の

14c/12c比 の 80%で あ つた。 深
層 水 中の無機 炭 素 の

14cも ,植 物 の場合 と同様 に放射壊 変
で減少す る と仮 定 し,深 層 水 と表 層 水 との年 代 差 を有 効 数

字 2桁 で求 め よ。 必 要 な らば in 2=0.69,In 3=1.10,In 5=

1.61を 用 い て もよい。

(4)1950年 以 降 で は ,大気 中の 14c/12c比 は大 き く変 わ って し
ま った。 それ はなぜ か答 え よ。
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